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４ 効果指標の設定 

 

基本目標の達成状況を評価するため、次の指標を設定します。 

 

効果指標 

現状値 目標値 

備考 
2023 年度 

(令和５年度) 

2024 年度 

(令和６年度) 

2025 年度 

(令和７年度) 

2026 年度 

(令和８年度) 

基本目標１ 自立した生活の継続と健康寿命の延伸 

要支援・要介護認定率※１ 14.8％ 15.2％ 15.5％ 15.7％ 

Ｒ５は９月末現在 

Ｒ６～８は第10次高齢

者保健福祉計画（第９

期介護保険事業計画）

の人口推計値に基づく 

主観的健康感の高い高齢者の割合（「と

てもよい」または「まあよい」と回答） 

85.7％ 

59.3％ 
- 

87.0％ 

63.0％ 
- 

高齢者等実態調査※２ 

上段：一般高齢者 

下段：要支援認定者等 

週２回以上外出する高齢者の割合 
84.3％ 

46.1％ 
- 

85.0％ 

52.0％ 
- 

高齢者等実態調査 

上段：一般高齢者 

下段：要支援認定者等 

しまトレ実施箇所数 98 か所 99 か所 101 か所 103 か所 めざそう値※３ 

居場所実施箇所数 70 か所 74 か所 75 か所 76 か所  

しまトレ・居場所の地域カバー率 

（自治会単位） 
91.2％ 94.1％ 97.1％ 100.0％  

パワーリハビリ教室 

実受講者数 
276 人 372 人 402 人 450 人  

ｅスポーツ教室 

実受講者数 
- 50 人 50 人 50 人  

基本目標２ 地域で過ごしやすい生活支援体制の整備 

住民主体の生活支援サービス 

（家事支援等）の実施団体数 
４団体 ５団体 ６団体 ６団体 めざそう値 

協議体の開催回数※４ 

（日常生活圏域） 
40 回 40 回 40 回 40 回  

基本目標３ 安全・安心に暮らせる環境整備の推進 

地域高齢者見守りネットワーク 

協力事業所数 
230 事業所 240 事業所 250 事業所 260 事業所 

島田市デジタル田園 

都市構想総合戦略 

認知症サポーター養成講座 

受講者数（累計） 
17,000 人 18,000 人 19,000 人 20,000 人  

成年後見制度の認知度 

（「内容を知っている」と回答） 
25.4％ - 38.0％ - 

高齢者等実態調査 

（一般高齢者） 
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テキストボックス
資料４



第７章 計画の推進に向けて 

163 

 

効果指標 

現状値 目標値 

備考 
2023 年度 

(令和５年度) 

2024 年度 

(令和６年度) 

2025 年度 

(令和７年度) 

2026 年度 

(令和８年度) 

基本目標４ 連携体制の強化による医療と介護の推進 

地域包括支援センターの認知度 

（「名前を知っている」と回答） 
62.9％ - 65.0％ - 

高齢者等実態調査 

（一般高齢者） 

家族に介護が必要になったとき自宅で

介護をしたいと考える家族の割合 
62.6％ - 68.3％ - 

高齢者等実態調査 

（一般高齢者） 

在宅等看取りの率※５ 

（統計数値 前年分） 
- 44.5％ 45.0％ 45.5％ めざそう値 

認知症カフェ開設箇所数 ７か所 ７か所 ８か所 ９か所 めざそう値 

終末期における意思決定支援の 

認知度※６ 
2.9％ - 20.0％ - 

高齢者等実態調査 

（一般高齢者） 

基本目標５ 介護保険事業の適正な運営 

介護保険制度の満足度（「満足」または

「どちらかといえば満足」と回答） 

64.1％ 

83.7％ 
- 

75.0％ 

87.0％ 
- 

高齢者等実態調査 

上段：要支援認定者等 

下段：要介護認定者 

働きながら介護を続けていけると 

考える介護者の割合（「問題なく、 

続けていける」または「問題はあるが、

何とか続けていける」と回答） 

66.5％ - 70.0％ - 
高齢者等実態調査 

（要介護認定者） 

 
2023（令和５）年度の値は2023（令和５）年12月末日現在の実績 

目標値は年度末現在（要支援・要介護認定率及び高齢者等実態調査による評価指標を除く） 

※１ 介護保険事業状況報告資料（９月分）の第１号被保険者数に対する要支援・要介護認定者数の割合 

※２ 高齢者等実態調査の現状は2022（令和４）年度の調査結果。次回調査は2025（令和７）年度に実施（以下、同

じ） 

※３ 第２次島田市総合計画における主要指標（以下、同じ） 

※４ 住民が主体的に情報共有や連携強化に取り組んだり、地域の課題を検討したりする協議体の開催回数 

※５ 静岡県人口動態統計による自宅・老人ホーム・介護医療院・老人保健施設での死亡の割合 

※６ 2023（令和５）年度は、リビング・ウイルの作成率を認知度として記載 

 

 

 

 

 

 




